
政権党のみの判断で改憲発議ができることになり、法律と比べ最高法
規とは言えなくなります。「安保関連法」の例を見るまでもなく強行
採決で改憲発議され、国民は理解が深まらない中、賛否の判断を迫ら
れことになってしまいます。

数の賛成を得なけらばならないこ
とが理由です。主権者国民はこの
ことををしっかりと理解していな
ければなりません。
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　戦後、「道徳の時間」が特設されたのが１９５８
年で、以来正式な教科ではなく週１時間で続きまし
た。ところが安倍政権は、唐突に２０１８年から義
務教育に「特別の教科 道徳」として授業を始めまし
た。それはこれより先に、教育を政治が支配する体
制に改訂された「教育基
本法」によってもたらさ
れたものです。その形態
として、戦前の修身科と
現行の「特別の教科 道
徳」を、右記のように表
示しますと、内容と共に
類似しており、そのこと
が先生方を混乱させる要
因なのです。
学習指導要領改訂のた
びに徳目の項目は減ってきましたが、残されてきた
のは「愛国心」です。８０年に「郷土や国を愛する
心を持つ」に変わり、その後「国や郷土を愛する心
を持つ」と「郷土」より「国」の方が全面に出まし
た。さらに「文化と生活に親しみ、愛着をもつ」と
の徳目は、初めて小学１，２年生も対象になりまし
た。それらを、改悪された「教育基本法」の背骨が
支えているのです。
それは、大日本帝国憲法と改憲派達の思想で、国
家があって国民があるとして、国民より国家が優先

されるという国家観なのです。教育勅語と現・教育
基本法は、双方共に、国が「～せよ。」と、国民に
対して命令調で、何としてもこれに従わせようとす
る仕組みです。これは、戦前から戦中にかけて実施
されていた「修身科」以来、初めてのことなのです。
　　　　　　　　　　　　さらに、修身科と特別
　　　　　　　　　　　の教科 道徳は、特定の価
　　　　　　　　　　　値（徳目）を設けて、国
　　　　　　　　　　　の定めた教科書を使用し
　　　　　　　　　　　て授業させ、しかも評価
　　　　　　　　　　　を無理強いさせるという
　　　　　　　　　　　やり方も同様であり、大
　　　　　　　　　　　変危惧されるところです。
　　　　　　　　　　　　  改定前の「教育基本法」
　　　　　　　　　　　　では「日本国憲法の精神
　　　　　　　　　　　　に則り」「民主的で文化
的な国家を建設」し「個人の尊厳を重んじ、真理と
平和を希求する人間の育成」が、教育目標とされま
した。
　しかし、日本国憲法と対になって民主教育を支え
ていた教育基本法が改悪され、「道徳」が教科化さ
れている現状は、「日本国憲法の（平和）の否定」
を意味するかのようです。国家（全体）主義に逆戻
りする危険性を感じさせます。
　このことが、教育界においては、すでに改憲され
たようにすら見えて来るのです。

　
　
　
　私たちは今日、二つの「禍」に遭遇してい
ます。その他巨大な自然災害の「禍」もある。
　自然災害もコロナウイルスも、人間の過剰な
開発や地球温暖化が寄与しているともいわれて
おり、「政治禍」は安倍・菅政権の8年間に顕
著な憲法破壊と国民無視の政治手法、そしてワ
クチンの遅延と検査不足。敷衍して言えば、自
死を含めた関連死まで含むとそれぞれの被害規
模は想像を絶します。
今年1月6日の東京新聞社説「民主主義が死

ぬ前に」は、（以下要約）「民主主義を守るに
は憲法だけでは不完全です。『質問には誠実に

答える。ウソをつかない』などの当たり前の
礼儀や不文律、慣習が大事。民主主義崩壊後
の政治体制は、独裁や軍政に移る。民主主義
の『死』」と述べています。
　ミャンマー、香港、中国の新疆ウイグル自
治区、アメリカその他世界各地の民衆の民主
主義を勝ち取る死闘が現在進行形です。日本
も決して例外ではなく、「人間としての尊厳、
命と生活」を取り返すために、現政権の国民
無視の諸政策に「NO!」を突きつけて抗い、
日本の「民主主義の復元力」を世界の人々に
示したい。
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「コロナ禍」 栄谷 竹生と「政治禍」、そして「民主主義の死」
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